
農業用水
（パイプライン）

 初期に発生する病害虫は、種子に薬剤を塗沫処

理することで対策しましょう。

 資材名 ： クルーザーMAXX

大納言小豆の播種は、大豆や大麦の播種機を使用し

ます。播種量は多くても・少なくても収量に影響します。

必ず播種前に播種機の調整をおこないましょう。

 種子1㎏当たり8ml

 播種量の確認、種子開

度を調整後、約24粒/3

回転に調整。

 播種までは、排水対策の

徹底。排水溝の手直し、

停滞水を除去しましょう。

 播種作業

 出来るだけ圃場を乾かしてから。

晴れ続きの後半、降雨前に播種。

 排水対策

播種適期 ： 7月15～25日

 種子の消毒（病害虫防除）

 漏水防止

 播種機の調整

（播種時の土壌水分に注意！）

種子ロール ： 1.5～2粒

栽培区分
播種量
（㎏）

種子ロール
間隔

播種量
の確認

中耕 2.6

密植 5.2
1.5～2粒

　約24粒
　　/3回転

今年の梅雨明けは6月２8日と、統計がある1951年以降で最も早く、6月は初めてとなりました。梅雨の間の総

雨量は福井市で44ミリと平年同時期の半分程度でしたが、7月に入ると３日・9日と局地的な大雨の日があり、

一時的に道路が冠水するなど各地で被害もみられました。大納言小豆の播種適期は7月15～25日です。播種

適期に良い圃場状態で播種出来るように、圃場の排水対策を徹底し、種子消毒と播種機の準備をおこないま

しょう。

 暗渠は開放

【塗沫処理】

肥料の空き袋を

使用する

今回の大納言小豆部会だより『アズ・キング』は「美山支店」が担当しました。

大納言小豆の栽培ポイント

 口を閉じて

よく振る。


